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近時輸血學 の發達は 血液 の 需要 を益 々 増大 しっ

っ あ るが， 緊急の 揚合大量 の 1血液 を得る こ とは 仲

za困難 で ある． 今次第 二 次大戦 の 際 ア メ リカ に於

い て は 戦傷者 の 輸血 に 保存一血 を使 用 して 大 な る効

果 を牧 め得た 經驗に 依 b，戦後血液銀行 が設立 さ

れ て 常時保存血 を貯藏 し， 大 量 の 血液 の 需 要 に 封

して も， 速 やかに こ れ に應ずる こ とが 出來 る よ う

にな つ た．

　 本邦 に 於い て も 日赤 中央病院 を始め各地 に血 液

銀行が設 立 され，漸次そ の 活動に 乘 り出 す と共

に ， 保存 1血に 關す る研究 も亦各方面か ら盛 ん に行

われ る ように な つ た ・

　保存血 液がそ の 保存期間中に 各種性状 ， 特に 赤

血球 に於い て變化 を生 じて 行 く事は ， 既に 内外 の

研 究者 に よつ て認 め られ ， その保存 限度は現在の

とこ ろ 3週 間 とされて い る が ， か か る揚合保 存血

輸血 と新鮮血輸血 との 間に は ， 輸1翫後 の 血液性状

の 上 に ，何等 か の 差異が現 われ る の で は な い か と

考 え ， 貧」血に 對する兩者 の輸血後 の 血液性状 に及

ぼ す變化 を知 ろ うとして本研究 に着手 した．

　　　 第 1 章　實驗材料並 び に實驗方法

　第 1 節　實驗材料

　體重20DOg 以上 の 雌性 正 常家兎を
一

定期間 ，
一定飼料

に て 飼育 した 後使用 した。體重測定は 實驗 の 都度行 つ

た ．

　第 2 節　實驗方法

　 1． 採．血法

　家兎耳靜脈 より注 射器 で 擦血 した。採血は毎常午前10

時頃行 つ た．

　2． 全血比重及び血漿比重測定法

　曩 に 著者等
Z6 ）2T ）が 發表 した 方法に よ り．硫酸銅法を家

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

824− 2

兎に應用して 行つ た．

　3． ヘ モ グ ロ ビ ン 含暈測定法

新鮮 血 及び 保 存 血 轍 血 の 血 液 性 歌 に 及ぼ す 影響

　暴 に 著 者等
26b2 η が 發表 し た硫酸銅法に 依 る平出 ・佐藤

法を ， 家兎 に 改變應用 に よつ て 誘 導 した 數 式 ， 即 ち ．

　　・V．・・
、需諤 。

（・ ／dl） 1審：1：盡爨鰡
に 依つ た．

　4。赤 血 球算定法

　人間 の 場合と同
一

方法で行つ た．メ ヲ ン ヂュール は 正

確度 に於 い て檢 定濟 の もの を使用 し，同
一

家兎 に は 毎囘

同
一

メ ラ ン ヂ ＝r−一ル を使用 し た．稀釋液 は ハ イ エ ム 氏液

を用い ，
Thoma −Zeiss の 計算盤を 使 用 した．

　 5． へ V トク リ ッ ト値測定法

　人間の 場合 と同
一

方法 に依つ た．即 ちヘ マ トク リッ ト

管 は Wintrobe の ヘ マ トク リ ッ ト管 と 同値 を 示す こ と

を 強定 し た も の を使用 し， 半徑 16cm の 遠 心 沈澱器 で ，

3000〜3．vOO 囘轉 30分間遠心後 ， そ の 目盛 を讀ん だ．

　6． 循環 血 液 景測定法

　曩 に 著者 が 發 表
30 ］した T1824 （Evans −blue） を家兎

に應用 して 行つ た ． 家兎循環血 液 量測定法 に依 り測定 し

た ．

　 T。輸血 と家兎血液型

　家兎 の 血 液型 に つ い て は，人 間 の A ・B ・0 ・式の 如 く・

Hi，H2，HrH2 ，0 の 4 群に 分 け られて い る （Castle　 and

Keeler ，1933）軌 從來 の 家兎實驗 に於い て は ，そ の 血 液型

は 殆ん ど無祺されて 行 わ れ て 來 て い る よ うであ る ヵ  異

型 血 液輸血 に 依 り，入 間 の 場合 と同 様に ． 溶血 ， 凝集反

應等 に依 り，そ の 血液性 状 に 變化の 生ず る こ とは 當然豫

想 さ れるの で ， 木研究に於い て は ， 各 k の 家兎 に っ い て

血液 の 交叉試驗 （試驗管法）
IS） を 行い ，夫 k 凝集反應 の

生 じな か っ た場合，適合血液 として 輸血 を行つ た．

　 8．濡血並び に 瀉血量

　家兎に 於い て は 從 來 か ら ， そ の 體重を基準と して 潟．血

が 行 わ れて來 て い る が，木研究に 於い て は ， そ の 循鐶 血

液量を 測 定 し，モ れを 基準 と して 漓血 を行 つ た。猶，瀉

血は手術的侵襲の 血 液性状 に 及 ぼす影響 を考慮 し ， こ れ

を 避 け る 爲 に ， 注 射器で耳靜脈 よ り瀉．血 した 。

　9． 血 液 の 保存

　あ ら か じ め 5 ℃ に 冷却 した A ．C．D ，液 ｛e
一

定量 入 れ た

滅菌注射器 に て ， 家兎耳 靜脈よ り所要量 を採 血 し ， 直 ち

に滅菌乾燥 した ガ ヲ ス 瓶 に移 し， 密栓 を施 し，
2 ° 〜6 ℃

に調節さ れ た冷蔵庫 に 1週間保存 した ．血 液保存液 とし

て の A ．C ．D ．液は ， 入間 の 場合 と同 じ下記の 組成 の もの

を用 い，血液10ccに對 し 2．5ccの 割合で使用 した．

A ．C ．D ．液

　 ク エ ン 酸三 曹達

　 ク エ ン 酸

　無水 ブ ドー糖

　水

10。輸 」血術式

A ．新鮮血輸血

1．690

。591

、59Y

曷ce

日産婦誌 9 卷 8 號

　給 1血家 兎 耳 靜脈 よ り所要 量 を採並1し， 直 ちに受血 家兎

耳靜脈 よ り輸 血 した ．此 の 際，保存血 と同様 に A ，C ，D ．

液 を ， 血 液10c¢ に 蜀 し 2．5ccの 割合で 使用 した．

　 B ．保存血 輸血

　冷蔵庫 よ り取り 出 した 保存 血 を 室 温 に約 2 時 間放置

し， 沈澱 した ∫血球 と血漿 と を靜 か に 良 く混和 した 後 ， 受

血家兎 耳靜脈よ り勲 した。

　　　　　　　　第 2 章　實驗成績

　第 1節　封照實驗

　家兎 に一定量 の 瀉 血 を施 し， そ の ま ま放置 して 置い た

場 合，自然 の 貧血 恢復状態 を ， そ の 血液性状 に つ い て追

日的に測定 した．

　第 1 項　實驗材料

　實驗番號 No ．1，　No．16の 2 例に っ い て 行つ た。

　第 2 項　實驗方法並 び に實驗成績

　1．第 1 章に 記 した 方法 に 依 り，
ヘ モ グ ロ ビ ン 含 量

（Hb ），赤 血 球數 （RZ ），全面1比重 （GB ），血 漿比 重 （Gp ），

へ y トク リ ッ ト値 （Ht） （以 下夫k 　 Hb ，
RZ

，
GB ，GP ，Ht

と略 記 す る ） に つ い て 測 定 し， そ の 循eebft漿量 （P．V ・）

No．1

表 1　 對 照 實 驗

恥

彑
体 重

闇 宀
．
占r鋤
黌　　　　　　凝嗣　　　　　　　　x

　　　　、喫z栂 G5
κx　　　　　冥汽x
臼ρ ←lt働

　　　脅
P．π　 　　　β．区
　 σ 匚．｝　 rΩ cJ

θ 30 ∂o3 写 加1前 〃 ，3485 　プ、び52 ∫刀 237 ，ら』130　 275
丁 30　 0 6 β 35β 11．0401 ，02 ，0
33 σ80 8，839 ，σ46ケ1．02530 ，0
53070 8． 4 四 F．σ4’ω 242 ．5
713 σ2 卩 q．3436 甜 4Z ω 24．　一 32．5 目
10　％ 40 9， 4 甜 1．口∬

■
厂．o．3 ．o

厂5　 了o弼 ，厂05478r ．償 0 乏，θ 436 ．5169 　 266
浮 缸 量　30c．c．
註

＼

騾難攤犠i韈灘 駿

夘 、1ff

表 2　 對 照 實 驗

瓶 ．体 重 i　　　 HbRz 　l能 　　qp 旨 忙 四 ，7 　B　7

σ 2 ノ鷹 ・
血 、り　 r4，8F642 ．

偲 6「 厂．θ2454 彳θ
「
　 6 ∫ 　　127

ゴ ．21釦 　　　　　　　　厂θ．2465 ’
055 ’02332 ．o

究　 21401　　 　　 　　 ro．54 ％ 1．σ5σ　r．02∠ 5．o
5　 21 釦 1　 　　 　　 　 評1．05 ジ 71 ∩5ゴ抑 ．2453go

120 白ρ・　　　　　　　 1囗．β ρ f　 ゴ．1．92∬
「
58．o

0 尸2700i 　 　　 　 　 　　 12．β 5 ＾ OI
“
5 ω 24　 43，5

1　 ．2 舶 σ
’
　　　　　　　 f2． 971 ．θ57　 7、02　 43 ．5104 」　 4

…写飢量 ：25C．C．
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圖 2　對 照實驗

　　357 イe　　毎鯤験町 ．

圖 3　 甥 照 實驗
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圃 4　 塁照 實驗
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一
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前

及 び 循環血液量 （B．V ．） （以下夫 ．々 P ．V ．，B ．V ．と略記

す る ） を測定 した．

　2． 直 ちに，No ．1に 於 い て は そ の B ．V ．の ヲ7に相當

す る30ccを ，
　 No ．16に於い て は そ の B ．v ．の

115
に 相當 す

る25CCを ， 夫女 瀉血 した 。

　3． 潟 血 後第 1 日，第 3 日，第 5 ロ ， 第 丁 日， 第 10

日 ， 第 15日に 採血 し夫々 に つ い て 測定 した。

　4．第 15 日 には そ の B ．V ．に つ い て も測定 した．

　5． 以上 の 成績は 表 1〜2 に 示 す如 くであ り， こ れを

各項 目に つ い て圖 示 す る と圖 1 〜4 の 如 くであ る．

　第 3項　小 　括

　圖 1 〜4 に 示すが如 く，　No4 ，　 No ．16共に瀉血に依

り，Hb ・RZ ・GB ・Ht は い ずれも急激に低下 し， 瀉血後第

1 日 に 最低値 を 示 す が，第 3 日に 至 る と早 くも 恢復 の 徴

候 が現わ れ ， 漸次恢復の 傾向を辿 っ て 第ユ5 口に 至 る が ，

No ．1 に て は 瀉血後第 1 日 と第 3 日の間に ，　
No ．16にて

は 第 丁日 と第10 日 の 間 に ， 比較的著明な恢復状態 が 認め

られた ．そ の P ・V ．に つ い て は 兩者共 に瀉 血 前 よ り増加

が 認 め られた が ， こ れは 潟血 に依る 貧血 状態 を補 う爲 水

血 症が生 じた もの と考 え られ る．第 15 日 に於 い て ，
No ．

1 は Hb ，RZ ，GB ，Ht は い ずれ も潟1血前近 く迄恢復す る

が ，
No ・16は い ず れも猶，瀉血前 の値 とre

’
　it大 な る 差が

あ つ て ， tin液性状 か らは恢復状態の 遲い こ とを示 して い

る が ， こ れ は No ．16に於い て は ， そ の P ．V ．の増加 が相

野的 に 多い の で水 血 症が強い 爲の もの と思わ れ る。

　 GP は その 經過中殆ん ど有意の 變化 を 示 さな い が，こ

れ は當然豫想 さ れた こ とであ っ た ．

　 第 2 節　本實驗

　 第 1 項 　實驗 工

　家兎 に一定 量 の 潟血 を行つ て 1 日間放置 した 後．新鮮

血 及び 保存血 を瀉血 量と同量輸血 した場合の 血 液性状の

變化を，そ の 貧血 恢復状態に つ い て 樵討して 見 た。

　第 1 目　 實驗材料

　實驗番號 No ．25，　 No・27，　 No ・8 ，
　No ・　12の 4 例 に つ

い て 行 つ た．

　第 2 目　實驗方 法並 び に 實驗成 績

　1．第 1 章に 記 した 方法 に 依 り， 各例の Hb ，RZ ，GB ，

GP ，Ht に就 い て 瀉i血前の 値 を測定 し，同時 にそ の P ・V ．

及 び B ．V．を測定 した．

　2． 直 ちに各例共 ， モ の B ．V．の
117に相雷す る瀉血 を

行つ た。即ち，
No ．25 は 22cc ，

　 No ．27は 22CC，
　 No ．

表 3　 實 驗 1　 薪鮮血 輸 血 例

κo，25

体重 肪 　　RZ θ日　 θρ
・崖 　 P7 β．7

241 θ 厚 血 ・lr10 ．85 θ21 ．0521 ・9望
針嬲

一μ 9 プ57
o242 卩 r　 直 茸叮 7． 384432鐙 聾

1
ブ・ρ2タ匹

1」24FO 89 矧 47蹶 ？ 囗，口
23　 ， 8．9446 甜4a　1．0263 尸・ワ

、8145 κ 1σ50．厂．億 6533 ．o　　　2450
画 2鯉 1074 彳370 气

1r　10253 ブ　　　 56

浮血1量 ：22 〔．c．

塑 艷 遊 義 鰯 飄 幕
実験 日の数字は輸血日右  O日ヒしctakEt の （表3馬表 の

輸 加虹液 性 状 はい鰍 も採 皿時 の値 奄表abす（表3−一表6冫

表 4　 實驗 1　 新鮮血 輸 血 例

〃o．27
依 重 肪 　　RZG 召 Gp

　　　　　　　1

爾 1 配 iβ・7i
22　 0 汚

L
　　 月

18 ．2　 45710441 、0235 盟 51 ア 0　 15 ヲ

o2360 皿　　 ・、 6，0　 26z1 ．039 ア．02準 240

123go 77 ．336704 厂．02」 2θ，5 」
22 ，宮．41348 　ア，4め ，卩2553L 島

52 了60 8．7　 373 ア．θ4ぢ7．0245341 月
lo　 12

つ マo 92438 　 ．6 ア 1，
．
o45 　　　　　 3　 プ2

澤 血tt：22C、σ．
■

輸血血 雕 状 激o 號 撰 鞴 27 晶珍
・

8 は 26cc，　 No ．12は 18c。を．夫 々 潟 血 した ．

　3． 潟血 後 1 日 間放置 した 後，輸 血 直前 に 各例 の Hb ，

RZ
，
GB

，
Gp

，
Ht に就 い て ． そ の 輸血直前値 を測定 した．

　4． 直 ちに，No ・25 ，　 No ・27の 2 例 に は 新鮮血 ，　 No ・
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襃 5　實 驗 1　 保 存 血 輪 」血例

、＿ 、 塾蚤
6β G， 「HtP7 　B 区．　 体 重

　　　 9‘
F2

ρ

　01290 ジ　　ー．一．
　ア　 2 こ四 σ

イ．碑 β ，〃 4　34．o 佗 7　 1ε」

輸 皿 直 前 　　8．6Li ．． 3θo ア．σ451 ．0235；26・．〜
9・β 48 ノ ア．04ヲ 1．02 ぎ　．34．6

L週 2σ 岬 9・95 厂 7 ア．σ485 ア．o忽 135 ．o　−．1「「一
「　　　 　　 　　　 　　 　　　 　 9．74371 、θ4謬 尸，024’35．0　　　　　、．一
1琵 黔 一一一一．一一．．．　 麺・z．5281 ．05ρ5 ｝．晒 　36．5

一
つ亜

澤 血 童 ：26⊂．c．

匳亟 墜 纏鴒洛露疆

A・
「
o．c2

表 6　 實 驗 1　 俣 存 血 輪 血 例

　雨广
体 重

　　　　　　」
肪 　　尺ZI69 　 6P1 日 t　 P．7 　 8．7

　　　r一　　巴
，覃　　 刑 が ．2

　　　　一
504 　プθ53　1，躍2ら 3呈．

匿
　 7　　130‘

　　 2　5．o
ト4号粥

虱正 蚕前 85 つ禰 爬 42 彳．ジ 1『
コ5．5 ．冫’．

卩

L4371 ．04？5 ．厂．o窩
厂

，σ 7グ．で 462 ア．貶ジ　輝 2ひ536 ，5

蠱 4ヱ豈 1．σ5プ　 7』255撚，」償

占 2ロ

κ二51f
．亨．」一．享即 ．o∬ ア．σ2師 47．6　 7　 　 132

1写」匚量
’1δc．c，

廡 亟隈玉疆 蘯 犇， 囲

鬮 5　 實、驗 1

欄

冨
硼 齷 船

り

12　　血 禹皿 　　　　　　 t，．mo，i2）
　 踟

to
　 4as

8
　 窟

6
　 刎

　鰻
）5  

轗｛

闘 6　實 驗 1

　 　 赤 血 球数

6B

棚

　 524844

幽 o

35 　　 fσ醍験司

に 瀉血 前 の 値 に 恢復 レ，そ の 後は 大體同 じ様 に漸次増加

！は 上昇して第 10 日 に は 瀉 血前 よ り明 らか に 高値 とな っ

た 。RZ も同 じ様な 恢復の 傾向は認 め る が 他 の もの に 比

較 して そ の 値 は 低 く，EIO 日 に 至 り， よ うや く瀉血 前 の

値 に ほ ぼ 恢復 した （圖 5 〜 8 ）．B ・V ・に 於い て は・｝まぼ

瀉血景に相當す る減少が 認 め られ た ・

　 b．保存血輸血 例

　No ．8 に於い て は ，　 Hb ．GB ，Ht は輸血後第 1 日に於い

て 瀉血 前 の 値 に 恢復 し ， そ の 後第 5 日迄は そ の 値 に 大差

な く經 過玄る ．R7 ・は 第 1 日に 甑 に 瀉 血 前 よ り稍 it高値

とな り，第 3 日 ぽ 更 に増加を 示 す が．第 5 日 に は 減少 し

て 第 1 日 の 値 に戻つ た ．第 10 日に 至 る とい ずれ も が 潟血

前 よ り明らか に高値 を とつ て い る （圖 5〜8 ）．B ．V ．は

潟血 前 の B ．V ．の 約り5に 相當す る誠 少が認められ た．

　No ．12に 於い て は ，
　 Hb ，　RZ ，　GB ，　Ht は い ずれ も良

く
一

致 した 經過 を示 し ， しか もそ の 恢復状態は ， 新鮮血

輸血例の No ．25と殆ん ど同 じ經過を示 した （圖 5 〜8）．

8．No ．12の 2 例 に は保存而を ， 夫 ft瀉血 量 と同量輸」血

した．

　5．　輸エ血f護と第 1 日，　第 3 口， 　≦篝ぎ5 日， 　第 10日に 採」血

し，
Hb ，RZ ，GB ，Gp ，Ht に つ い て 測定 した．

　6． 第 ID 目 に は そ の P ．V ．及 び B ．V ．に つ い て も測 定

を した ．

　 τ．　以 土 の 成績は表 3 〜6 に 示す如 くであ り，こ れ を

各項目に よ り圖示 す る と鬪 5〜8の 如くで あ る．

　ij　3 目　小　括

　 a．新鮮血輸血例

　No ．25に於 い て は 圈 に 示 すが 如 く，　 Hb ，RZ ，GB，Ht は

い ず れ もが 良 く
一

致 した 經過を示 した．即 ち， 輸血後第

工 日 よ り漸次恢復の 傾向を辿 つ て 第10日 に 至 り．い ず れ

も殆ん ど瀉血前の 値 に 恢復 した （圖 5〜 8 ）．そ の B ．V ．

は灘血 前 と變化なく， 殆ん ど同値 を示 した．

　No ．2Tに 於 い て は ，
　 Hb ，GB ，Ht は輸血後第 1 日に 既

鬪 7　實 驗 1

全 血比 重

盤
L
↓1　　 ノ． 燗

き講 ご 乏 一〆 c・V°・s）

丶　　〆

劔

”

縦

／
画 2冫

40

　　　一r−一一一
一一一CNo・T） 30

L ・o

闘 8　 實 驗 1

へqトク「」ツトイ匳

鰭
3 −

「 1°繝

轗
351  

そ の B ．V ．も潟血 前 と殆ん ど變化して い な い ．

　即 ち，　瀉血 に 依つ て 生 じた 貧血 状態 に，　瀉 血 量 と同

量の 輸血 が 行わ れ た 場合，真 の 意味の 貧血 恢復は 輸血 後

よ り漸 次恢復の 過程 を とっ て 約10口間 を要す る も の で あ

る こ とが 認め られ ， 此の 場合 ， 新鮮血，保存血 の 間に は

有意の 差が な い こ とが 認め られ た．攵 輸血 後の 血 液性状

の 上 に，比 較的早期 に 恢復状態が現わ れ た場合は，そ の

B ．V ．に 減少が あっ て ， 血液濃縮状態が生 じて い る こ と

が 認 め られ た ．

　GP に 於い て は，封 照 實驗 の 揚 合 と同 様 に ， そ の 經過

中有意の 差は認 め られな い ．

　第 2 項　實驗 ∬

　家兎に
一

定量の 潟血 を 行っ て 7 日間放置 した後 ， 薪鮮

血 及び 保存拍直 瀉血 量 と同量輸血 した場 合の，血液 性 状

の 變化 を ， そ の 貧血 恢復状 態 に つ い て 臉討 して 見た．

　第 1 目　實驗材料

　實驗番號 No ．9，　No ．18，
　 No ．1i，

　 No ．　13の 4例 に つ
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表 7　 實 驗 皿　新 鮮 血 轍 血 例

日 体 重 肪 　 ，肛 θ96PI 肌 P．肥　 E．7
2らoo 葯 「却 ／2．5 ．4佃 　 ’仰 　　1Fρ・．025 臼o
露 o

’
p皿 直 前 矧 ．f　… 420 欝

　　　 ∫　 摺 ，o− −
1、σ225E　 35、σ

12，岬 ・ 2 κ 1ω ξ51 蓮 ［孵 σ

325 ヨo プ3．663 丁　 广．9う 192广．　 ア

5 ・246σ げ4．76 θf　 ち卩5彳51 σ2助 14 呂 5
1σ 12406 1 ド2，5 テ25 昆o鮪 fワ2414 コ o ア3　　／28
浮 血量 ：2窮 ‘

韓 洫 轗 犬 農 籬 厂龜 嘉

田　 中

No，ゴ3

表 lo　實 驗 1　 保 存 血輸 血 例
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表 8　 實 驗 ll ・
新．鮮 血輸 血 例

窕 体重 l
　 　 　 I

hlbRZGB 　 GpHtP ．玩　 B．7
2 　　　 ナ　 徂 前 プ3．96 ク6 ／．0601．02ア　 49．0

．
0　　 13ア

o 、i鍬 龜 酌 、 プ325
’
7105 θ ア0265；47．0

ア 23 ε OI 〆4．4 妊 o1 ア，θ6 プ 1．027i49 ，5
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801 プ3ド6624 　 ．05 ．0265 ．455

224 ρ1 447 　 1．o西 ア、026i ∫0．0
702310 ・ 4．ゴ 亳L」厂，o ，ジ 6　 48 ．07 ア　 r4θ
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Inl洫血疲健 状
プ0．fL410105
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　 　 　 　 　 　 ア．025325

No．rl

表 9　 實 驗 皿　 保 存 血 輸 血 例

体 重 幽 HbRZ 自5Gp 　 翫 P．E 　B．π
2ア60 醂 12．1524 ・／．051 ．025 　 42 ，0 〃 ロ　 ．紛 9

ρ 25401 鍜 アo．5‘ 46r ．05θ 厂．024　 3δ．0
2ア60「 lz．彳 602r 、571 ．026　 46 ．o
26切 12．o02 』 45 ．025144 ，σ
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圖 10　實 驗 丑

赤血 球 数

H亡 望 B・7
4 ア．o　 〃 2　 2 〃
40・、
絵。
6．04
聾 ］：甌

轍 血灘 状 1轟 毳 了島号川 曾2 考 

い て 行 つ た ．

　第 2 目　實驗方法並 び に 實驗成績

　1．實驗方法は實驗 1 と 同
一一

方法で行 つ た ．但 し瀉血

量は各例とも．そ の B ．V ．の
1
！7に相當 し，　 No ．　 g は 24uc，

No ．18は 20ec，　 No ．11は 27cc ，
　 No ．　13b：30ecであり，

瀉血 et　7 日間 放 置 した 後．　 No ．9
，
　 No ．18の 2 例には 新

鮮血 ， No ．11，　 No ．18の 2 例には保存血 を，夫 女 潟」血

量 と同量輸．血 した ．

　2．以 上 の 成績 は表 7〜10に示す如 くであ り， こ れを

各項 目に つ い て 圖示す る と圖 9 〜12に 示す 如 くであ る．

　第 3 目　小　括

　潟血 後 7 日間放置の 過 程 に於い て，i血液性状 は 既 に 自

然 の 恢復徴 候が 或 る程度現わ れ て來 て い る事 ぱ 野 照實驗

に 示 す如 く十 分 推察 さ れ るが，此 の状態の 下 に ， 新鮮」血

並 び に 保存血 を瀉血 量 と同量輸血 した 場 合，その 血 液 性

状 の 變化 を 貧血 の 恢復状 態 に つ い て 櫨討 して 見た ．

　　　　　璽ご
藩

35 轍

蕪

鬪 11　實 驗 ｝「 圖ユ2　實 驗 ∬

　　　 金皿 上ヒ壷　　　　　　　　　　　　ヘマトクソツト値

∵盗 1鵜ぼミ緊 難
　 ＿ 一μ ＿」＿一＿＿」＿＿』日

［＿L．＿．一一一　　　　 L 一＿＿一一＿＿

覊
35 襯 盜

煎

薊縦53
毒
踊

　 a．新鮮血 輸血 例

　 No・9 に於 い て は，　 Hb ，RZ ，GB ，Ht は レ、ず れ も殆 ん ど

一致 した 經過が 認 め られ た． 即 ち ， 轎血 後第 1 日にい

ず れ もが 瀉血 前 よ り既 に 高鰉 とな り，特 に RZ に それが

著 明に 見 られ ， そ の 後い ず れ も第 3 口 ， 第 5 日 と更 に増

加 ， 上 昇 を示 す が．第10 日 に 至 る とい ず れ も殆 ん ど瀉1血

前値 に 復 して い る こ とが 認 め られ た （鬪 9 〜12）．B ，V ．は

瀉 血前 の B ．V ．の 約
t
！4 に 相當す る 量 の 減少が認め られ

た．

　No ．18に於 い て は．輸 1血直前値 が 銃 に 瀉 血 前値 に相當

接近 した 恢復状態 に あ る が，輸血 後第 1 日は，Hb ，RZ ，
GB，　Ht は い ずれ も瀉 血 前 よ り稍 ぐ高値 とな り ， 其の 後

RZ は 漸 減の 傾 向を 示 し，1｛b，　GB ，
　Ht は瀉血前値の 近

くを増減 して ， 第1G日に 至 る とい ずれ もが 殆ん ど瀉1血前
と同値 とな つ た （圖 9 〜12）．B ．V ．は 僅 か に 増 加 が 認め

られ た．
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　 b．保存血輸血例

　No ．11に 於い て は ， いずれ もが殆ん ど同 じ様な 經過を

示 してい る． 即 ち ， 輸血 後第 1 日 は い ず れ も潟血前 よ

ZJ高値とな る が ， 第 3 日に 至 り，夫 々 減少 して 殆ん ど瀉

血前値 に復 しg 以後 い ずれ も その値に 大差な く經過 し第

10日に 至 る （圖 9 〜12）．B ．V 。は瀉血 前 の B ．V ．の 約
1
／1。

に相當す る 輕度の 減少が 認 め られ た．

　No ．13に於い て は ，
　Hb ，GB ，Ht は輸血 後第 1 目に於い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ウ
て 瀉血 前に 殆ん ど恢復す るが ， RZ は僅か に増加 を示す

の み で瀉血 前値 よ り明 らか に 低 値 に あ る．其 の 後は圓 9

〜12に 示す 如 くそ の 經過は ま ちま ちである が，第10 日 に

至 りい ずれもが 瀉血前値に殆んど恢復 して い る． B ・V ・

は瀉血 前 の B ．V ．の 約
1110に相當す る減少が 認 め られた．

　鄙 ち潟 血 に よ り生 じた 貧血 状態 が あ る 程 度の 自然恢復

の 途上に在 る時 ， 瀉血量 と同量の 新鮮竡1叉は 保存血 が 輸

血 さ れ た場合， その 恢復過程に 於い て は ． 兩者共に 9ti，

血 効果は 十 分認 め ら れ，兩者 の 問に 特に有意 の 差は 認 め

られ な かつ た ．夊潟1血後自然 に放 置 した 場合は ， 蜀照實

驗に 示 すが如 く， そ の B ．V ．に相雷量の 増加が あ っ て ，

水 血 症が 生 ず るが ， 輸血 に依 り ， その 水血 症の 發生 が 防

止 し得 る の み な らず，む しろ血 液濃縮状態が 生 ず る領向

が あ る こ とが 認 め られ た 。

　 G？ に於 い て は實驗 1と 同様に 有意 の 差 は 認 め られ な

かつ た．

　 第 3項 　實驗 皿

　家兎 に
一

定量の 瀉血 を 行 つ て 7 日間放 置 した 後 ， 新

鮮血並び に保存血 を瀉血 量 の 半量輸血 した 場合の 血液性

賦 の 變化 を，そ の 貧血 の 恢復吠態 に っ い て 檢討 して 見

た．

No．22

日産 婦 誌 9卷 8 號

表 11 實驗 皿　 新 鮮 血輸 血 例

表 12　實驗 盈　 新鮮 血 輸 血 例

体童 H』 RZ 馳 6PF 此　 　P．7　 β，7
26アo 溽

1
皿 II9 ．74401048 ゴ．02432 ．0　 761 プ∫

o25201 血 亘 前 z， 3　 7 厂．0431 ．β23527 ．51
’ 2350 9445 ♂ lo431 ．02533 ，卩

」 32540 9．646 丁 必 1．024534 ．o
ξ 2460 ノo，246 叩 F．04⊆

ば ’．り24535 ．5
102540 8．34031 」4351、0255忽，o12 σ　 76　 1

澤 血量；22σ．c

翻 血羅 状 鵜 鶸 ，路 趨 ， 、賑

No ．2

表 13　實驗 皿　保存血 蝓 血 例

嚆　体 重 HbR ゴ 鮎 　　6ρ
卜1
．
oP ，頁 8．7

匸

一
26即 ，　 皿 薊 ブo．95 　2ro5 習 ．02五 ヲ6．596r51

一旦⊥ 脳 o 轎『血1、　 1o ア 469 ’．04酬 ”
』 25536 ．西

r　 2コ OI 厂o． 4彳う i．o 跡 、02553 ．ひ
3　 22305
　 22 び

1

ブθ、345
ず

　627
．盟 巨
　4ヨ51 σ24

　 ．039
，ρ

L拠 26 10，g ？ ∫囗5r 「 2江 4f，ogq ノ67 り
浮 血 ・監 ：30‘．c、

No．4

．
1

塑 竺
択譜 一翅

R τT 「葡 　　a　　 Ht
　 　 卩4芯 ta　55320

ハノα．仰
　　体 重口 lll， 鍍 5

θp　 H亡　 P・π B・7　　　　　　　　　　　　　−．一 一
1．025

一
38，0　 87 　 ’40

冖一．
　　邪 σll
σ　 23即

　
12

苞 o
　　齠 弘

濡量　　　　　　L　　L一
9 醒　 4 鱒 1．O．’，0　　　　　　　　−r一
厂07 　 448 ω 5イ　　　　ー
1マ 4　娼 3　

1
ワ54　　　　　　　−一一　一 一

1．o％ 5　　 0
r，．725 　　　 5一
ω 2 ／　　　 o

　 「

　3
，与
　砂 一．齟昜溜十

一　　 題窪銑糧　　　　　　　　　一

　．．
塑 26

冂
65 　 ＿

1ρ24。 36 σ
．

η 　＿1ρσ

t写血量 ：塑 C、C

　
’
　 鵜 液性 状

H 』

　　　　　，i 、 蠡需 塞農 5 鋼
註　集購日岬耋父字ば輪 衄日をカ0 己 ヒして赦 之走｛の （表Jt一麦f4）

　 輸血 血液 1生汰は い 調 Lも採 血1時 の値を表 寄 〔奩 T1一表t4〕

　第 1 日　實驗材料

實驗番號 N ・・19，
N ・・22，N ・・2，N ・ ・4 の 4 例に つ

い て 行 つ た ．

　第 2 目　實驗方法並び に實験成績

　1．實驗方法は 實驗
．
［と同

・・一
方法 で 行つ た ．但 し瀉1血

表 14　實 驗 匿　 保 存 血 輪 血 例

一 体重　　　 1日bR 乙 GBi σp 臣 亡 P．7「β．ア
2」30　　　　　　　　 プ0．2r5 んoo51 騨 引 　　140

σ
723

？OI　 ．血L 直 1丁　 5，5酌．一一一 』
2ro 　　 　 　 　　 　 　 9．9347n4

』馳 1．鰯 5囮 26 　 34・6
r．050歹i

ア．諏7T 　 7．5
32 ？ OI　　　　　　　 プ ． 465 ’，う　 ヂ、02　　 75
52230 　 　　 　　 　　 　 ．7444 ／σ51　 1．02 テ　370
102 σ59　 　　 　　 　　 f ．1 ラ ノ 幽 ∬ 　

「
14f 沿 38

浮 血量 ：

』
2Sc ．‘．

輸血臓 性 状 毟 鬚， 舞5111 妾、 、甓、

景 は 各例共 に そ の B ．V ．の
115

に 相當 し，　
No ．191・tk28cc．．

NQ ．22は22cc，
　 No ．2 は 30cc ，

　 No ．4 は 28cc で あ り ft

瀉血 後 7 日間 放置 した 後 ，
No ．19，

　 No ．22の 2 例 に は
．

新鮮血 ，
No ．2．　No．4 の 2 例 に は保存亅血を ， 夫 々 瀉血 、

量の 半量 輸 血 した ．

　2． 以上 の 成績 は表 11〜14に 示 す如 くであ り ， こ れ を

各項 Rに つ い て 圃示 す ると圖13〜16の 如 くであ る ．

　第 3 目　小　括

　本例 に 於て も，實驗皿の 場合 と 同様 に ， 自然の恢復過

程 が あ る 程 度生 じて い る こ とは，當 然 豫 想 さ れ る が ， 新

鮪 血並 び に 保存血 を ， 瀉 血 量 の 半 量 輸血 した 場合の 1血液

性状の 變化を．モ の 貧血の 恢復状態に つ い て檢討して 見．

たa

　 ，L 新 鮮 血 輸血 例

　No ．19に於 い て は ，
　 Hb

，
RZ ，GB，Ht は い ずれ もそ の 趣

過 に於 い て 大體の
一

致 を見 た．即 ち，輸血 後 第 1 日 ，

第 3 日 と恢復 の 傾 向を示 し ， 第 3 日に は 失々 最高値 とな

る が 此の 時，GB ，　Ht は 瀉 血 前値 に 恢復す る が，　 Hb ・RZt

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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圖 13　實 驗 皿 圖 14　臀 驗 皿

　

圖15　實 驗 H 圖 16　實驗 皿

修卜吻曜マ气重比血全
働潅

5940

　
39

　
釦

”53餌

鸛
薀
前

は こ れ よ り稍 く 低値である。そ の 後い ずれ も下 降，減少

して 第10日に 至 る とむ しろ輸血 直前値 に接近 した （圖13

〜16）．B ．V ．は 瀉 血 前の BM ．の 約
1
／Tに相當する減少が

認め られ た ．

　No ．22に 於い て は ， い ずれ も良く
一致 した 經過 を 示 し

た ． 即 ち． 輸血後第 1 日に い ずれも瀉血前 に恢復し，

そ の 後僅か 乍 ら も増加 して．第 5 日に は い ず れも最高値

となつ て 溝血前 よ り稍 it高値 を 示 す が，第1G 日 に 至ると

何れもが 急激に低下 して輸血 直前値に接近 した （圖13〜

16）．B ．V 。に 焚い て は 署明な増加 が 認 め られ た．

　 わ．保存血 輸 血例

　 No ．2 に 於b て は，輸血後第 1 日に於い て ．
且b，　RZ ．

GB は 輸 血 に よ る 恢復状齢 韃 かに認められる 程度で ・

潟 血前 よ り猶低値 を示 し． 第 3 日は 下降して
一

時輸i血直

前値 に戻 るが ， その 後再 び 恢復 の 傾向を示 して，第 10

日 に は殆ん ど瀉」血前 の値 に恢復 した．Ht は既に輸血 直

前値が瀉血 前値 に殆ん ど恢復 して い る が．輸血 第 1 日 に

濡血前よ り稍 it高値 とな り， そ の 後 第 5 日迄は そ の 値 に

殆ん ど變化を 示 さず ， 第10日に 至 る と瀉血前 よ り明ら か

に 高値を示 した （圖13〜16）．B ．V ．は瀉血前 の B ．V ．の

ユ110に 相當す る輕 度 の 増 加 が 認 め られ た ．

　 No ．4 に 於い て は，輸血後第 1 日に Hb ，GB は 潟1血前

に 殆 ん ど恢復 し ， RZ ，　Ht は そ れ よ り稍 ζ 高値を示 し

た ．其 の 後は ， 夫 ft の 經過 は 必 ず しも
一

致 した 傾向は な

く ， 圏 13〜16に示 すが 如 く稍 ζ複雜であ るが，い ずれも

が 瀉血 前値 よ り僅か乍らも高値を取 つ て 經過 して い る。

し か して 本例 に於 い て も前記 No ．2 と同様に Ht に於 い

て 髭 較 的 高 値が 認 め られ た． B ．V ．に 於い て は瀉血前 と

殆ん ど變化が な い ．

　 即ち實驗 服 こ於 い て は， そ の 血 液 性状 の 變化か ら檢

討す る に ， 豫期 に 反 して 新鮮血輸血 例 は そ の 第 10日に於

い て 輸血 効果が 認め られ ず．保存血 輸 血 例 に 輸 血 効 果 を

認 め た．しか して 保存血輸血例に 於い て ，そ の Ht が 比

較的高値を示 して い るが ，こ れはその 輸血直前値が 既 に

漓 血 前値迄殆ん ど恢復 して い る爲でもあり， 叉血液保存

中に ，入間 の 場 合 と同 様 に，赤 血 球 の 膨脹或い は 保存液

との 間 にい わ ゆる 滲透溶∫血が 生 じ得 る可能性 が あ り． こ

れ等が 相俟つ て ， そ の Ht を増加 せ しめ た もの と考えら

れ る ．

　GP に於い て は ，實驗 1〜皿 と同様に有意の 差は認め

られな い ．

　第 4 項 　實驗W 　　　（臨 床例）

　慢性 の貧血 に 饗す る新鮮」血及び 保存血 輸血 に依 る血 液

性状の 變化 を ， そ の 貧血 の 恢復状態 に つ い て機 討を行 つ

た。

表 15 　實 驗 ］V ．甎 鮮 血 輸 血 例

高 田 r62才）

蒔

景

1イわ飆
来 瀞

配zl駒
x

θ8x
× 　　　 x××

θP 脱劒 號 丿 軅 、

月
．
韭 6．1 ずア2 ア．0391 ．02619 ．532003 亨ア5 ，

ゴ5亡 ．o プ 5 ．04251 ．02523 ，0
丁 6． アヨ31 ．僻251、02δ 23．5
3 ．2　 フ ア，　 が プ．222 ．5
5i 6．5　 F9ア 1．θ41 ノ．0222 、
7 7．プ　 2プ7 プ，043224 ．0
ア0 ア，　 　 21 ，642 五θ25 　23．

曽
3000392

糞  躍基礁饗 髏
翩鯲 稗貔嵩麹鬼％

＋ 循環血漿量 ⊂、c，昔 循 壤 血 液 量 c，c．
日時 の 数字は 輸血 日遠矛0日ピし，lstは 輸 血後1時 廊 盲 表臥 以下の，
数 字は 日数 を表 す　　　　　　　　　　　（釦 5 〜表 76）

表 16　實 驗 1V　　保 存 血 車兪血 ＆II

唐 木 〔52方）

に
時

Hし　 RZG56PHtP7B ．1τ ζ

o 輸 　　前 5．7　 775r ．04 デ ノ，02922 ，027 　03525
κ亡 5．7 　 1871 ．039

’．4 プ

1．0261
、02ア

20 ．0
　プ．o7．22 〒2

3 6．714 ノ．0401 ．0272 　 0
5 6．5061 ．0 チ、1．0222 ．0
7 6． 1亨31 ， ．027522 ．0
10 5

．． 1彳61 ．　 彳 ， 2f ．035504493

　第 1 目　實驗材料

　患者は 東大分院婦入科 に入院 し，子 宮癌 の ヲ ヂ ウ ム 治

療終了後 ， 癌悪液質に 依る 貧血 状態の 著明な 2 例 に っ い

て 行 つ た．
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圖 17　實 驗 W

新鮮亅丘L及 び 保 存 血 輸 血 の 血 液惶 歌 に 及 ぼ す 影 響

　　　　　　　　　　 RZ幽　 　 　 ヘモグEIビン含量

1蔑 一
。 慧
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丶
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圖 18　實驗 W

　 　 赤血球数
輸
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↓
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圖 19　實 驗N

日産 婦誌 9 卷 8 號

圖20　實 驗 F

　全 血比 重　　　 翫   　　ヘマトクリッ ト値

　　 soi 箪

群

　第 2 屠　實驗方法並びに實驗成績

　1． 夫 k の Hb ，　RZ ．GB ，Gp ，　Ht 並 び に P ．V ．及びB ．

V ．に つ い て 輸頚旺前の 値を測定 しkb

　2． 直ちに 新鮮血 250cc （甬蔽 200cc十 A ・C．D・液 50
cc ）及 び 保 存血 250cc （血 液 20ecc十 A ．C ，D ，液50cc）

を輸血 した ．

　3．輸血 1 時間後に 採血 して ，
Hb

，RZ ，GB ，Gp ，Ht に

つ い て測定 し，そ の 後 ぽ第 1H ，第 3 目，第 5 日 ， 第 τ

日．第10 日 に採血 し ， 夫 々 に つ い て 測定 した．

　 4． 第 10日にそ の P ．V ．及 び B ．V ．につ い て も測定 し

た。

　 Hb は ザーリー氏 法 を用 い g！d1を 以つ て 表す．　 RZ は

同
一

患者 に は 毎囘同
一一

メ ラ ン ヂ ＝一一ル を用 い ，
ハ イ エ ム

氏 稀釋液 を使用 し，
Thoma −Zeiss の 計算盤蓬使用し

た．GB ，　Gp は 硫 酸銅法 に 依 り測定 し，
ヘ マ ト ク リ ッ ト

値は 實 測 値 を 測 定 した． B ．V ．は T1824 を使用 して 測定

しk ．猶 採血 は い ず れ も 午前10時頃行つ た ．

　保存 血 は 日赤 中央病院血液銀行 部の も の を使用 した．

　新鮮血 は 患著 の 家族よ り採血 した。

　5． 以上 の 成績は衷15〜16に示す如 くであ り，こ れ を

各項 口に つ い て 圖示 す る と鬪17〜20の 如 くであ る．

　第 3 目　小　括

　 乳 　新鮮血輸血 例

　Hb 輸 血 1 時間後は 明 らか に 増力口を示 す が，第 1 日，

第 3 日 と減少 して 輸血 前 に 戻 り，其 の 後は 再 び 増加の 傾

向を 見せ て ， 第10 日 に 至 る と最高値を示 して輸血 前 よ り

明らか に増加 を 示 した （鬪17）．

　RZ 　輸血 1時 間 後 よ り 僅 か 乍 ら も増加 の 傾向 を 示

し，第 10 日 に 最高値 とな り輸 血 前 よ り明 ら か に増加が 認

め られ た （圖18）．

　GB 輸血 1 時間後 は稍 it著明 に ．上昇 しg 第 1 日 は そ

の 値 を維持 し ， 第 3 〜 5 日 は
一

時 下降す るが 猶輸血 前 よ

り高 く，第 10日は 再び 上 昇 して 輸 血 1 時間後の 値 を とつ

て い る （圖19）．

　Ht 輸血 1 時間後 は稍 く 著明に 増 加 し，其 の 後は殆

ん ど大差 な く其の 値 を維持 して 第10 目に 至 る （圖20）．

　 B ．V ．　 輸血前に比 して 殆ん ど變化は認め られ な い 。

　 b．保存血輸血 例

　 正lb　　牽兪」血 1時聞後彫ま變イヒな く，　第 1 日 に 著明 に増力n

し たが．そ の 後 は漸次減少 して ， 第1  日に は輸距上前 と殆

ん ど同 値 とな つ た （囲17）．

　 RZ 　輸 血 1 時間後，第 1 日 と儀 か 乍 ら増加 を示す

が ， そ の 後は 反對に 減少 の 傾向を示 し第 10 日 に は 輸血 前
よ り僅 か に 増 加 を見 せ て い る （圖18）．

　GB 　輸血 1 時間後 は む しろ 低下 す るが ， 第 1 日に は

輸血 前 に戻 り ， そ の 後はモ の 値 に大差な く經過 して 第10

日に 至 る （圖 19），

　Ht モ の 輕過中輸血前と殆ん ど差 は な い が ，
　 GB と

同 様に ，輸血 1 時間後 に僅 かの 減少が 認め られ た （圖

20）．

　B ．V ．　 輸血 前 の　B ．V ．に 比 して 約1000cc近 くの 増加

が 認 め られ た ．

　即 ち本症例に 於い て は ， 輸1血量 が 比 較的少量であ る 爲

に ， その 血液性状 の 上に 屯顯 著 な 變化は 生 じな か っ た も

の と思わ れ るが ， 新鮮 血輸血 例 に 於い て は ， そ の 血 液

性 状 並 び に 循環 血 液量か ら， 輸Jrlエ効 果 が 認 め ら れ た e 保

存血 輸血例に於い ては．そ の」血液性状 が 比較的低値を示

して い る が ， こ れ は輸血 後 の P．V ．の 増加に 依 る 水 血症

の 發生 に 依 る もの と も考 え られ ， そ の 輸血 効果 に蜀す る

判定は 必ず し屯容易では な い ．然 し， モ の B ．V ．に 變化

の な い s 真 の 意味の 貧血恢復 と云 う點か ら見れば，木例
に於 い て は ， 新鮮血 輸血 が保存血 輸血 に 優 つ て い る もの

と考 え られ る．

　　　　　　　　第 3章　結 　論

　家 兎に 一
定量の 滾 血を行 っ て 急性貧血歌態 を生

ぜ しめ ， こ れ に 新鮮 ［肛及 び保存血 を蝓血 した揚合

の 貧血恢復の 状態 を， 血 液性 状並 びに 循環1血液量

に依 り檢討 し，更に 臨床的 に 慢性 貧血 に 對 し兩

者 を輸 血した 場合 を檢討 し，次 の如 き結論 を得
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　た．

　　1． 一
定 量 の 瀉血 に 依 り急性 の 貧血欺態 に在 る

家兎に ，瀉血 量 と同量 の 新鮮血及 び保存血 の 輸血

　を行 っ た が ，そ の 貧亅血恢復状態に 就い て兩者 の 間

　に 有意 の 差は認 め られなか つ た ．

　　2・ 瀉血後淀 期 間放置 した後 瀉血 量 の 半量
の新 鮮血及 び保存血 を輸血 し た場合，輸血 後第10

m に 於ける貧血恢鰍 憶 に於 い て は T 保存血輸血
に そ の 効果 が認め られ ， 新鮮血 輸血 に は ， その 効

果 が
’
認 め られ な か っ た ．

　 3・ 瀉血 後 自然に放置 した 場合，そ の貧血 を補

う爲 に 水 血 症 が生ず る が ， 瀉血 量 と同量 の 新鮮血

及 び保存血 輸血 に依 り，そ の 發生 を防止 し得 る の

み な らず，む しろ血 液濃縮歌態が生ず る傾 向が認
め られ た ．

　 4． 瀉血 に 依 り生 じた 急性貧血 に瀉血 量 と同量
の轜血が行 われ た場合， 眞 の 意眛 の 貧血 恢復に は

約 10E 間 を要す る こ とが認め られ た ．又鍮血 後血

液 性 状の上 に 比較的早期 に恢復歌 態が 認 め られた

揚 合 は ，そ の 循環血液量が減少 し，血液濃縮歌態

が生 じて い る こ とが認 め られ た ．

　5・ 癌惡液質の 如 く慢性 の 貧血 臆 に在 る もの

に於い て は ， そ の 血 液性状並び に 循環血液量 を檢
討 して見 て ・繍 洫 輸血 は 保存蝿 血 こ々優 る結果
が得 られ た ．
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